
第３回 三 朝 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第８日）

平成27年３月12日（木曜日）

議事日程

平成27年３月12日 午前10時開議

（質 疑）

日程第１ 議案第４号 平成27年度三朝町一般会計予算

日程第２ 議案第５号 平成27年度三朝町国民健康保険事業特別会計予算

日程第３ 議案第６号 平成27年度三朝町後期高齢者医療事業特別会計予算

日程第４ 議案第７号 平成27年度三朝町介護保険事業特別会計予算

日程第５ 議案第８号 平成27年度三朝町簡易水道事業特別会計予算

日程第６ 議案第９号 平成27年度三朝町温泉配湯事業特別会計予算

日程第７ 議案第10号 平成27年度三朝町下水道事業特別会計予算

日程第８ 議案第ll号 平成27年度三朝町集落排水処理事業特別会計予算

日程第９ 議案第12号 平成27年度三朝町分譲宅地造成事業特別会計予算

日程第10 議案第13号 平成27年度三朝町財産区特別会計予算

日程第11 議案第14号 平成27年度三朝町水道事業会計予算

日程第12 議案第15号 平成27年度三朝町国民宿舎事業会計予算

日程第13 議案第16号 三朝町早期退職希望者の募集及び認定に関する条例の設定について

日程第14 議案第17号 三朝町職員の配偶者同行休業に関する条例の設定について

日程第15 議案第18号 三朝町町長等の給与及び旅費に関する条例等の一部改正について

日程第16 議案第19号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整備に関する条例の設定について

日程第17 議案第20号 三朝町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援

等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例

の設定について

日程第18 議案第21号 三朝町地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条例の

設定について

日程第19 議案第22号 三徳山休憩舎の設置及び管理に関する条例の設定について
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日程第20 議案第23号 三朝町行政手続条例の一部改正について

日程第21 議案第24号 三朝町税条例の一部改正について

日程第22 議案第25号 三朝町保育所における保育に関する条例及び三朝町保育所の設置及び管理

に関する条例の一部改正について

日程第23 議案第26号 三朝町基金条例の一部改正について

日程第24 議案第27号 三朝町介護保険条例の一部改正について

日程第25 議案第28号 三朝町介護保険地域支援事業手数料条例の廃止について

日程第26 議案第29号 三朝町立福祉センターの指定管理者の指定について

日程第27 議案第30号 三朝温泉多目的駐車場の指定管理者の指定について

日程第28 議案第31号 定住自立圏形成協定の変更について

日程第29 議案第32号 三朝町過疎地域自立促進計画の一部変更について

日程第30 議案第33号 工事請負契約の締結についての議決の一部変更について（多目的駐車場整

備工事）

日程第31 議案第34号 平成26年度三朝町一般会計補正予算（第10号）

日程第32 議案第35号 平成26年度三朝町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

日程第33 議案第36号 平成26年度三朝町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

日程第34 議案第37号 平成26年度三朝町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

日程第35 議案第38号 平成26年度三朝町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

日程第36 議案第39号 平成26年度三朝町温泉配湯事業特別会計補正予算（第２号）

日程第37 議案第40号 平成26年度三朝町下水道事業特別会計補正予算（第３号）

日程第38 議案第41号 平成26年度三朝町集落排水処理事業特別会計補正予算（第２号)

日程第39 議案第42号 平成26年度三朝町財産区特別会計補正予算（第１号）

日程第40 議案第43号 平成26年度三朝町水道事業会計補正予算（第６号）

日程第41 議案第44号 平成26年度三朝町国民宿舎事業会計補正予算（第２号）

本日の会議に付した事件

（質 疑）

日程第１ 議案第４号 平成27年度三朝町一般会計予算

日程第２ 議案第５号 平成27年度三朝町国民健康保険事業特別会計予算

日程第３ 議案第６号 平成27年度三朝町後期高齢者医療事業特別会計予算
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日程第４ 議案第７号 平成27年度三朝町介護保険事業特別会計予算

日程第５ 議案第８号 平成27年度三朝町簡易水道事業特別会計予算

日程第６ 議案第９号 平成27年度三朝町温泉配湯事業特別会計予算

日程第７ 議案第10号 平成27年度三朝町下水道事業特別会計予算

日程第８ 議案第ll号 平成27年度三朝町集落排水処理事業特別会計予算

日程第９ 議案第12号 平成27年度三朝町分譲宅地造成事業特別会計予算

日程第10 議案第13号 平成27年度三朝町財産区特別会計予算

日程第11 議案第14号 平成27年度三朝町水道事業会計予算

日程第12 議案第15号 平成27年度三朝町国民宿舎事業会計予算

日程第13 議案第16号 三朝町早期退職希望者の募集及び認定に関する条例の設定について

日程第14 議案第17号 三朝町職員の配偶者同行休業に関する条例の設定について

日程第15 議案第18号 三朝町町長等の給与及び旅費に関する条例等の一部改正について

日程第16 議案第19号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整備に関する条例の設定について

日程第17 議案第20号 三朝町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援

等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例

の設定について

日程第18 議案第21号 三朝町地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条例の

設定について

日程第19 議案第22号 三徳山休憩舎の設置及び管理に関する条例の設定について

日程第20 議案第23号 三朝町行政手続条例の一部改正について

日程第21 議案第24号 三朝町税条例の一部改正について

日程第22 議案第25号 三朝町保育所における保育に関する条例及び三朝町保育所の設置及び管理

に関する条例の一部改正について

日程第23 議案第26号 三朝町基金条例の一部改正について

日程第24 議案第27号 三朝町介護保険条例の一部改正について

日程第25 議案第28号 三朝町介護保険地域支援事業手数料条例の廃止について

日程第26 議案第29号 三朝町立福祉センターの指定管理者の指定について

日程第27 議案第30号 三朝温泉多目的駐車場の指定管理者の指定について

日程第28 議案第31号 定住自立圏形成協定の変更について
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日程第29 議案第32号 三朝町過疎地域自立促進計画の一部変更について

日程第30 議案第33号 工事請負契約の締結についての議決の一部変更について（多目的駐車場整

備工事）

日程第31 議案第34号 平成26年度三朝町一般会計補正予算（第10号）

日程第32 議案第35号 平成26年度三朝町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

日程第33 議案第36号 平成26年度三朝町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

日程第34 議案第37号 平成26年度三朝町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

日程第35 議案第38号 平成26年度三朝町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

日程第36 議案第39号 平成26年度三朝町温泉配湯事業特別会計補正予算（第２号）

日程第37 議案第40号 平成26年度三朝町下水道事業特別会計補正予算（第３号）

日程第38 議案第41号 平成26年度三朝町集落排水処理事業特別会計補正予算（第２号)

日程第39 議案第42号 平成26年度三朝町財産区特別会計補正予算（第１号）

日程第40 議案第43号 平成26年度三朝町水道事業会計補正予算（第６号）

日程第41 議案第44号 平成26年度三朝町国民宿舎事業会計補正予算（第２号）

出席議員（11名）

１番 石 田 恭 二 ３番 池 田 雅 俊

４番 能 見 貞 明 ５番 中 信 貴美代

６番 山 口 博 ７番 清 水 成 眞

８番 藤 井 克 孝 ９番 福 田 茂 樹

10番 平 井 満 博 11番 牧 田 武 文

12番 山 田 道 治

欠席議員（１名）

２番 吉 田 道 明

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

局長 山 根 猛 昭 副主幹 小 椋 智 子
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説明のため出席した者の職氏名

町長 吉 田 秀 光 副町長 岩 山 靖 尚

教育長 朝 倉 聡 総務課長 早 苗 睦 巳

会計管理者 山 根 智 美 危機管理課長 大 村 哲 也

財務課長 片 岡 里 美 町民税務課長 石 原 伸 二

福祉課長 新 寛 子育て健康課長 前 田 敦 子

農林課長 青 木 大 雄 企画観光課長 椎 名 克 秀

建設水道課長 米 原 英 章 教育総務課長 小 椋 泰 志

社会教育課長 西 田 寛 司 社会教育課参事 松 原 照 宗

社会教育課（図書館）参事 馬 野 真由美 農業委員会事務局長 吉 田 弘 幸

ブランナールみささ支配人 小 椋 誠

午前１０時００分開議

○議長（山田 道治君） おはようございます。

ただいまの出席議員は１１名であります。定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を

開きます。

本日届け出のあった欠席者は、議員は吉田議員が家庭の事情により欠席です。当局はございま

せん。以上、報告します。

本日の議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。

日程第１ 議案第４号 から 日程第４１ 議案第４４号

○議長（山田 道治君） お諮りいたします。議事の進行上、この際、日程を変更して日程第１か

ら日程第４１までの４１件の議案を一括議題としたいと思います。これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 御異議なしと認めます。よって、この際、日程を変更して日程第１から

日程第４１まで、すなわち議案第４号から議案第４４号までの４１件の議案を一括議題といたし

ます。

これより質疑に入ります。質疑は、議事の進行上、１件ごとに議案の順を追ってすることとい

たします。

議案第４号、平成２７年度三朝町一般会計予算について、本案に対する質疑はページの順を追
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って行います。

まず、第２表、債務負担行為、第３表、地方債、６ページ、７ページについて、質疑ありませ

んか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

次に、歳入についての質疑を行います。事項別明細書の歳入の町税から手数料の農林水産業費

手数料について、１０ページから１５ページまで、質疑ありませんか。

４番。

○議員（４番 能見 貞明君） １４ページの賀茂保育園、保育所使用料、竹田保育園、みささこ

ども園というのが上がってきてますけども、去年よりかかなり金額が上がっとるけども、どうし

てでしょうか。

○議長（山田 道治君） 前田子育て健康課長。

○子育て健康課長（前田 敦子君） 賀茂保育園と以下の御質問でございます。代理受領と括弧書

きのしてあるところでございましょうか。

○議員（４番 能見 貞明君） はい、そうです。

○子育て健康課長（前田 敦子君） 平成２７年４月１日から、子ども 子育て支援新制度に伴い

まして給付制度というものが発生をいたしております。その給付は、本来は保護者に行われるも

のでございますが、きちんと保育を保障するという意味で、代理受領ということでこのたびの会

計からこのような処理をさせていただくことになりました。以上です。

○議長（山田 道治君） よろしいですか。

ほかにありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑を終結し、進行いたします。

次に、国庫支出金及び県支出金について、１５ページから２２ページ、民生費委託金まで質疑

ありませんか。

６番。

○議員（６番 山口 博君） １９ページにあります鳥取県安心こども基金特別対策事業補助金

というのが昨年に比べて激減しておりますけども、その理由を教えていただきたいと思います。

○議長（山田 道治君） どなたですかね。

前田子育て健康課長。
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○子育て健康課長（前田 敦子君） 安心こども基金補助金でございます。ここにおきましては保

育士の研修等の金額を掲げてございますが、この県の補助金、いろいろ名前を変えながら補助金

の制度が変わってきております。このたび計上しておりますのは保育士の研修、従来行っており

ますものについてここに掲げさせていただきました。

○議長（山田 道治君） 番号言ってください。

６番。

○議員（６番 山口 博君） この減った部分はどこかで補填されてるでしょうか。

○議長（山田 道治君） 前田子育て健康課長。

○子育て健康課長（前田 敦子君） 失礼いたしました。１６ページのところ、国庫補助金とござ

いまして、その民生費、国庫補助金とございます。目の５でございます。その中に保育緊急確保

事業補助金とございまして、こういうような事業とあわせて、さき方の安心こども基金も含めま

して保育士の研修、あるいは子育て支援センターでありますとか、その他養育支援でありますと

か、ここの部分の補助金も使いながら実施をしているということでございます。

○議長（山田 道治君） よろしいですか。

ほかにございませんか。

３番。

○議員（３番 池田 雅俊君） ２１ページですけども、土曜授業実施支援事業交付金ですけども、

昨年と同じということは、昨年と同じような内容のいわゆる土曜授業ということでこういうふう

になっとるんでしょうか。

○議長（山田 道治君） 小椋課長。

○教育総務課長（小椋 泰志君） 土曜授業の県の補助金の内容の件についてお答えをします。

今年度から始めました土曜授業等の補助金、県の補助金を受けての授業は中学生を対象にした

授業でありました。２７年度につきましては、中学生のこれまでのものに加えまして、小学生に

ついても年に３回程度、土曜日を対象に希望者を募って土曜授業という形でやろうと考えており

ます。以上です。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑を終結し、進行いたします。

次に、財産収入から町債について、２３ページから２９ページまで、質疑ありませんか。

６番。
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○議員（６番 山口 博君） ２３ページに、財産収入の中で不動産売り払い収入で町営住宅の

売り払い収入が６００万予定されておりますけども、この売却予定の戸数等、教えていただき

たいと思います。

○議長（山田 道治君） 米原建設水道課長。

○建設水道課長（米原 英章君） お答えします。予定としまして、今４件の予定を組んでおりま

す。まだ住宅の出ての説明会等行っていませんので、あくまで予定で４件を見込んでの計上とし

ております。

○議長（山田 道治君） よろしいですか。

ほかにございませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑を終結し、進行いたします。

続いて、歳出の議会費、３０ページから４１ページ、監査委員費まで、質疑ありませんか。

７番。

○議員（７番 清水 成眞君） ２点あります。まず、３３ページの人口減少に立ち向かう自治体

連合負担金というのがありますが、これは鳥取県の自治体なのか全国の連合なのか、ちょっと教

えていただけますか。

○議長（山田 道治君） 椎名企画観光課長。

○企画観光課長（椎名 克秀君） 人口減少に立ち向かう自治体連合負担金でございますが、昨年、

平成２６年１０月２０日に設立をいたしまして、全国１７２の自治体が現在加盟をしているとこ

ろでございます。以上です。

○議長（山田 道治君） ７番。

○議員（７番 清水 成眞君） これは、連合をつくってこれからの人口減少についての何か協議

等々があるというようなことなんでしょうか。

○議長（山田 道治君） 椎名企画観光課長。

○企画観光課長（椎名 克秀君） 人口推計でございますとか対策等につきましての講演会開催で

ありますとか、そのような協議会でございます。

○議員（７番 清水 成眞君） わかりました。

○議長（山田 道治君） ７番。

○議員（７番 清水 成眞君） ３６ページ、一番下の出逢いあふれる三朝町総合事業であります

が、去年の実績というのはわかりますか。（発言する者あり）ことしの実績。
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○議長（山田 道治君） 椎名企画観光課長。

○議員（７番 清水 成眞君） ああ、これは決算だけど。

○議長（山田 道治君） いいですか、７番、今の質問は。

○議員（７番 清水 成眞君） いや、ちょっと９０万ついとるので。

○議長（山田 道治君） じゃあ、椎名企画観光課長。

○企画観光課長（椎名 克秀君） ことしの実績でよろしいでしょうか。

○議員（７番 清水 成眞君） はい。

○企画観光課長（椎名 克秀君） ２６年度につきましては、１回婚活のイベントを開催をさせて

いただきました。男女２０名ずつで募集をさせていただきまして、２０名ずつの応募で、一日温

泉街を使いまして婚活イベントを開催させていただいております。

○議長（山田 道治君） よろしいですか。

７番。

○議員（７番 清水 成眞君） 今回、独身男女の出会いきっかけ創出事業、年１２回開催という

のがありますが、これは婚活イベントを１２回開催するということでよろしいですか。

○議長（山田 道治君） 椎名企画観光課長。

○企画観光課長（椎名 克秀君） ２６年度に実施いたしましたような婚活イベントにつきまして

は、青年団のほうとも相談をいたしまして、イベント開催はそちらでしていただくような形で進

めたいと思っておりますし、年１２回開催予定のものにつきましては、イベントという形ではな

く、出会いの場を提供させていただくようなことで考えております。

と申しますのも、今年度１月に新縁会ということで、「縁満（よりみち）」を会場にさせてい

ただきまして昼食を一緒にとられませんかというような呼びかけをしましたところ、８名ずつの

参加でございましたが、こういう形で落ちついたお話ができるようなことをしていただきたいと

いうような声もございまして、新年度につきましてはそういう形で、大がかりなイベントではな

く、出会いの場を提供するようなものをほぼ毎月にわたって開催をさせていただきたいと考えて

おるところです。

○議長（山田 道治君） ７番。

○議員（７番 清水 成眞君） ７番。独身男女フォロー事業ってありますが、これはどういうよ

うな内容の事業なんでしょうか。

○議長（山田 道治君） 椎名企画観光課長。

○企画観光課長（椎名 克秀君） 独身男女フォロー事業につきましては、出会いの場とは別に、
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その日の前段にするかどうかというのは今検討しておるところでございますが、独身の方を対象

に、講演会的なものを２回程度開催したいと考えております。

○議長（山田 道治君） よろしいですか。

○議員（７番 清水 成眞君） はい。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

９番。

○議員（９番 福田 茂樹君） ３５ページ、町長に考え方をお聞きをしたいと思います。

国民宿舎経営改革調査費４７５万０００円、説明資料では４５ページに、ブランナールへの

民間活力導入を検討するに当たり調査をするという、民間活力の導入を前提とした調査という考

え方でよろしいのかどうか。

○議長（山田 道治君） 吉田町長。

○町長（吉田 秀光君） 議員の言われるとおりと考えていただいて結構です。

○議長（山田 道治君） よろしいですか。

ほかにございませんか。

５番が早かったですね。

５番。

○議員（５番 中信貴美代君） すいません。３６ページですけど、三朝町キラリと光る町づくり

の支援交付金ですけど、これの２６年度の実績、交付金の使われた、２００万の分ですけど。

（「実績は、今これ予算だ」と呼ぶ者あり）昨年のはどうでしょうか、ごめんなさい。

○議長（山田 道治君） 昨年の予算に対する質疑ですか。

○議員（５番 中信貴美代君） すいません、ならいいです。

○議長（山田 道治君） いいですか。

じゃ、ほかにございませんか。

４番。

○議員（４番 能見 貞明君） ３２ページですけど、会計管理費で会計管理、一般経費というの

で委託ということになってる。どういったとこに委託されてますか。

○議長（山田 道治君） 山根会計課長。

○会計管理者（山根 智美君） ただいまの委託料はどういうところに委託しておられるというこ

とでございますが、この委託料は源泉徴収管理システムの委託料でございます。他の業務の電算

処理と同様に、鳥取県情報センターに委託しておるものでございます。
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○議長（山田 道治君） よろしいですか。

○議員（４番 能見 貞明君） はい、いいです。

○議長（山田 道治君） ほかに。

１番。

○議員（１番 石田 恭二君） ３３ページ、企画費の中で、中学生の訪仏と石岡区との交流事業

ですけど、９月の決算特別委員会で選考方法について質問があったんですけど、その後どうなっ

てるでしょうか。

○議長（山田 道治君） 小椋教育総務課長。

○教育総務課長（小椋 泰志君） その後、中学校のほうとも協議をいたしました。その結果とし

て、選考の方法としましては、基本的には希望をまず募るということで、希望を募った上で作文

を提出、そして面接という、従来どおりやっておったものは続けるということでの確認をいたし

ました。ただ、選考に当たっては、単に例えば学習ができるとかそういったことだけではなくて、

いろいろな学校生活のものを総合勘案した上で、審査員の中で議論をして決定をしようというと

ころであります。以上です。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

１番。

○議員（１番 石田 恭二君） ３５ページの三朝町空き家対策審議会と撤去費助成事業なんです

けど、これ一応３件分ぐらい上がってるんですけど、これは今年度の実績を踏まえての予算なの

か、どういうふうな形かお聞きしたいと思います。

○議長（山田 道治君） 大村危機管理課長。

○危機管理課長（大村 哲也君） 今年度の状況も含めて若干御説明させていただきたいと思いま

す。

調査の通知を出したのが２０件ありまして、既に管理不全認定ということで出しましたのが３

件ございます。その３件について、６０万を限度にということで予算の枠を今回計上させていた

だいたところでございます。よろしくお願いいたします。

○議長（山田 道治君） １番。

○議員（１番 石田 恭二君） なるべくこういう事業は積極的に行っていただきたいと思うんで

す。きのうの倉吉の火災でも近所には空き家とかそういうのもあったらしくて、やっぱり防犯上

の面とかも考えられますので、特に自分が住んでる三朝も空き家がたくさんあるんですけど、最

近人が出入りしてるんでないかという場所も出てきてますので、なるべく積極的に、空き家の場
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所も各地区に把握できるような形でやっていただきたいと思います。

○議長（山田 道治君） 答弁要りますか。

○議員（１番 石田 恭二君） いや、いいです。

○議長（山田 道治君） いいですか。

○議員（１番 石田 恭二君） はい。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

３番。

○議員（３番 池田 雅俊君） ３１ページ、職員一般研修、資料説明で３９ページですけども、

どういったところにどういったような人員を何人ぐらいということで予定されとるでしょうか。

○議長（山田 道治君） 早苗総務課長。

○総務課長（早苗 睦巳君） ことしの実績でいきますと、旅館、それから町内の商店ですね、そ

ういうところに、入ってから１０年程度の若い職員を派遣しております。来年度も同じように旅

館、それから町内の企業等に職員を派遣して、民間での感覚というのを取り入れて帰ってほしい

ということで派遣しております。以上でございます。

○議長（山田 道治君） よろしいですか。

３番。

○議員（３番 池田 雅俊君） 続きまして、３６ページですけども、三朝町キラリと光る町づく

り支援交付金、説明資料１２５ページです。ここの説明の中に、中高生への活動支援というふう

に書いてあります。ところが、去年の実績見ますと使われておりません。絵に描いた餅になっち

ゃあせんでしょうか。もう少しハードルを低くして、実際に使っていただけるような考えといい

ますか、方向性、これはどのように考えておいででしょうか。

○議長（山田 道治君） 椎名企画観光課長。

○企画観光課長（椎名 克秀君） 三朝町キラリと光る町づくり支援交付金でございますが、２つ

の項目がございまして、一つが元気な地域づくり支援事業、それからもう一つが、先ほどの明日

の三朝町を担う人材育成事業という考え方でございます。将来の三朝町を担っていただきます中

高生に対しまして、中高生の方が取り組まれる研修活動についての費用を助成させていただくと

いう考え方でございますが、議員御指摘のとおり２年続けて実績がございませんので、引き続き

まして広報等に心がけてまいりたいと考えております。

○議長（山田 道治君） よろしいですか。

４番。
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○議員（４番 能見 貞明君） ３４ページ、ＡＥＤ設置事業ですけども、２２９万円上がってま

すけども、これ台数とか、どこに設置されるでしょうか。

○議長（山田 道治君） 大村危機管理課長。

○危機管理課長（大村 哲也君） ＡＥＤ設置事業でございます。これの金額はリース金額という

ことで予定しておりまして、ＡＥＤの設置のない集落について、もう一度区長さんにアンケート

をとりながら希望の有無をとって、集落に設置したいと考えております。台数の枠としては４０

台ということで予算の枠をお願いしているところでございます。

○議員（４番 能見 貞明君） 結構です。

○議長（山田 道治君） ３番。

○議員（３番 池田 雅俊君） その件につきましてですけども、ただ設置するだけで、各部落の

ほうから、その使用、扱い方ですね、こういったものの講習をぜひしてほしいという声が上がっ

ておりますけども、その辺についてはどのように考えておいででしょうか。

○議長（山田 道治君） 大村危機管理課長。

○危機管理課長（大村 哲也君） ＡＥＤを設置する際には、集落の使用方法の講習みたいなもの

を当然セットで考えていきたいと思っております。あわせて、それについては女性消防隊であり

ますとか、それから中部広域のほうからの協力を得ながらやっていくというふうなことを考えて

おります。

○議長（山田 道治君） よろしいですか。

ほかにございませんか。

６番。

○議員（６番 山口 博君） ３３ページにございます企画費の中で、三徳山周辺資源活用地域

づくり検討委員会の会費が大幅に減っておりますけども、その理由をお願いします。

○議長（山田 道治君） 椎名企画観光課長。

○企画観光課長（椎名 克秀君） ２７年度につきましては、秋ごろまでをめどに計画、具体的な

施策を示していただくような計画、素案に向けて会議を開催させていただきたいと考えておりま

すが、３回分の開催経費を想定しております。実績を踏まえての旅費あるいは報酬部分でござい

ます。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。ございませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑を終結し、進行いたします。

－１３－



次に、民生費、４１ページから４６ページ、児童手当費まで、質疑ありませんか。

１０番。

○議員（10番 平井 満博君） ４５ページの児童福祉総務費の中で、放課後等デイサービス事業

というのはどういった事業なのか御説明お願いいたします。

○議長（山田 道治君） 新福祉課長。

○福祉課長（新 寛君） 放課後等デイサービス事業でございますが、障害のある児童を対象

としまして、社協さんのほうで対応しております、障害のある児童の養護学校等終わられた後で

のデイサービスという形になっております。

○議長（山田 道治君） １０番。

○議員（10番 平井 満博君） ちょっと聞き漏らしたかもしれんけど、基本的にはどこがこの事

業を……。社協がするって言われたですかいな。

○議長（山田 道治君） 新福祉課長。

○福祉課長（新 寛君） 三朝町の場合は、社会福祉協議会のほうでしていただいております。

○議員（10番 平井 満博君） いいです。

○議長（山田 道治君） ほかにございますか。

９番。

○議員（９番 福田 茂樹君） ４５ページ、民生費の中の児童福祉総務費の中の、みささの子ど

も笑顔事業１２０万、ここの中で、説明資料６２ページを読むんですけども、これ従来あった事

業だというふうに認識してますけど、どこがどう違うのか説明をお願いしたい。本来今までやっ

てきた事業が何かぽんと載ってるような気がするんですけど、この１２０万つけてどこが違って

くるのか。

○議長（山田 道治君） 前田子育て健康課長。

○子育て健康課長（前田 敦子君） みささの子ども笑顔事業でございます。新たなものとしまし

ては、経費的にはかかりませんが、笑顔いっぱい子育て支援の町を宣言すること、それから、従

来やっております子育て応援ガイドブックの更新、新たな情報を入れて更新をする、配布すると

いうふうなこと、それと笑顔いっぱいということで、子供の笑顔写真コンクール及び写真展を計

画しておりますし、それから子育て支援の講演会に係る費用もここの中で掲げてございます。以

上です。

○議長（山田 道治君） ９番。

○議員（９番 福田 茂樹君） 先ほど一番最初に、経費的にはあんまりかからないけどという部
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分で言われましたけど、変わってるのは、その宣言する部分と写真の部分というふうにしか受け

取れないんですけども、新たにここに設ける必要があるのかどうか、ぽんと、というふうに。言

ってる意味わかりますかね。新たにここに宣言する必要があるのか、１２０万という金額の中で。

いかがですか。

○議長（山田 道治君） 前田子育て健康課長。

○子育て健康課長（前田 敦子君） 御意見承りましたが、平成２７年度、新たな子ども 子育て

支援新制度、始まります。そういうときにあわせて、町内外に広く三朝町の保育料の軽減でござ

いますとか、それから子供たちの笑顔といったものをＰＲしたり、それから、経費はかかります

が、子育て応援ガイドブックを印刷をしまして町内外へのＰＲをするというふうなことで、今回、

子ども 子育て元年というふうな位置づけの中で事業を実施したいと計画をしてございます。

○議長（山田 道治君） ９番。

○議員（９番 福田 茂樹君） では、しっかりとＰＲ事業を頑張ってください。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

６番。

○議員（６番 山口 博君） ４３ページの一番下にあります特別医療対策費ですけども、特別

医療給付費の高校生等医療費助成ですが、昨年に比べて大幅に減じてありますけども、これは実

績に応じた変更ということでよろしいでしょうか。

○議長（山田 道治君） 新福祉課長。

○福祉課長（新 寛君） 特別医療給付費、高校生医療の部分ですけれども、今年度から実施

しておりますが、思ったほど数字的に伸びていませんでしたので、その実績に合わせて新年度予

算は計上いたしました。

○議長（山田 道治君） ６番。

○議員（６番 山口 博君） やはりこの制度の浸透がうまくいってないんじゃないかとも思わ

れますので、今年度に向けてもさらにその辺をやるように努力すべきではないかと思います。

○議長（山田 道治君） 答弁要りますか。

○議員（６番 山口 博君） はい、参考までに。

○議長（山田 道治君） 新福祉課長。

○福祉課長（新 寛君） この３月、中学校の３年生の保護者を対象に、周知のためにまたチ

ラシ等を配布いたしました。そういう形で、また引き続き周知に心がけたいと思っております。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。
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４番。

○議員（４番 能見 貞明君） ４５ページ、保育所費ですけども、賀茂保育園、竹田保育園、み

ささこども園、昨年に比べて上がってますけども、どうしてでしょうか。

○議長（山田 道治君） 前田子育て健康課長。

○子育て健康課長（前田 敦子君） 保育所費の運営費のところでございますか。

○議員（４番 能見 貞明君） そうです。

○子育て健康課長（前田 敦子君） 主なものでございますが、竹田保育園、みささこども園につ

きましては、臨時の保育士等をお願いをしております。その賃金のアップというふうなこともご

ざいます。それから賀茂保育園でございますが、入所の児童の年齢割合によります。例えばゼロ

歳ですと運営費に係る費用が多うございまして、これは実際にはどの年齢がどのような人数で入

所されるかというふうなこともございますので、まだ入所見込みの状態ではございますが、説明

資料に書いてございますように途中見込みというふうなことで、ゼロ歳児等の入園が一人でも多

くなると、そこの運営費が委託料が上がるというふうなことになっております。以上です。

○議長（山田 道治君） いいですか。

ほかにございませんか。

８番。

○議員（８番 藤井 克孝君） ４２ページ、心身障害者等通院交通費助成金の部分で、月に５０

０円というハイヤー券が２枚と出とる部分で、これ状況ちゅうのはわかりますかいな、２６年度。

○議長（山田 道治君） ２６年度ですか。

○議員（８番 藤井 克孝君） ごめんなさい、予算だけえね。それでね、月に２枚発行されても

枚数自体が予算的には少ないではないかということ、そこら辺をちょっとお願いいたします。

（「今、心身障害者って」と呼ぶ者あり）俺、心身って言った。

ちょっと、８番。

○議長（山田 道治君） ８番。

○議員（８番 藤井 克孝君） すんません、ごめんなさい、謝ります。重度障害者のタクシー助

成金のほうですわ、すいません。

○議長（山田 道治君） いいですか。

しばらく休憩します。

午前１０時３０分休憩

－１６－



午前１０時３２分再開

○議長（山田 道治君） 再開いたします。

新福祉課長。

○福祉課長（新 寛君） おっしゃるように、月５００円で年間１万０００円という補助を

しております。対象者を１６人でおりまして、多い少ないということで言われますと、それは多

いことにこしたことはないと思いますが、それぞれほかの制度でも割引等もありますので、その

一つの助成としてのタクシー助成を設けておりますので、一応町としては月５００円の２回分と

いう形で計上いたしました。

○議長（山田 道治君） いいですか。

８番。

○議員（８番 藤井 克孝君） この券ね、月に２枚ということですけど、どのような渡し方に、

それも年間まとめてとか１回１回渡されるのか。

○議長（山田 道治君） 新福祉課長。

○福祉課長（新 寛君） これは申請を出していただきまして、年間まとめて出しております。

○議長（山田 道治君） ８番。

○議員（８番 藤井 克孝君） 今、自分が少ないてって言ったのはね、近い人と遠い人がいます

よね、距離的なこと、そこら辺はどがに考えとられるのか。

○議長（山田 道治君） 新福祉課長。

○福祉課長（新 寛君） 距離の差というものによっての金額の負担が変わってくるというこ

とでございますが、現在の１６名の状況でいいますと、利用の仕方にもよります。例えば倉吉で

あるとか、そのまた遠くであるとかという形でありますが、その使用について１回当たりという

形での助成を考えておりますので、距離によって額を変更というような、現在、高齢者タクシー

の助成のような考え方ではしておりません。済みません。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか、３回終わりましたので。ほかにございませんか。

３番。

○議員（３番 池田 雅俊君） ４２ページ、就労継続支援Ｂ型事業費ですけども、大体何人ぐら

いを予定されとりますでしょうか。

○議長（山田 道治君） 新福祉課長。

○福祉課長（新 寛君） 就労支援Ｂ型につきましては、１７名を予定しております。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。
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３番。

○議員（３番 池田 雅俊君） ４３ページに移ります。相談支援事業で、説明資料によりますと

成年後見人制度申し立て費用を支援するというふうになっております。大体、大まかどれぐらい

の人数を予定されとるでしょうか。

○議長（山田 道治君） 新福祉課長。

○福祉課長（新 寛君） 成年後見人の申し立てでございますが、大体１名程度でございます。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

５番。

○議員（５番 中信貴美代君） ４３ページの外出支援サービス事業委託費の分の、予算書で９０

ページなんですけども、私これ読ませてもらいましたけど、これ多分、高齢者の生活支援となっ

てますので送迎移送サービスですね、これの利用範囲っていうんですか、これ私の記憶としては

要支援とか要介護認定の方の移送サービスは頭にあるんですけど、これにはそううたってないの

で、その制限があるのかないのかということをお聞きしたいと思います。

○議長（山田 道治君） 新福祉課長。

○福祉課長（新 寛君） 外出支援サービス事業委託費でございますが、対象者としましては

要支援１から要介護５までの方が対象となっております。

○議長（山田 道治君） ５番。

○議員（５番 中信貴美代君） その件ですけど、ちょっとケアマネのほうにお伺いしましたら、

この移送サービスの内容がちょっと去年の４月から変わってきてるということをお聞きしたんで

すけど、その説明をお願いできますでしょうか、内容がちょっと変わったということをお聞きし

たので。

○議長（山田 道治君） 新福祉課長。

○福祉課長（新 寛君） 多分そのケアマネさんがおっしゃられた内容が変わったというもの

は、その２段下にあります高齢者交通費助成事業、本年度から始めました部分との振り分けとい

いますか、外出支援サービス事業についてはヘルパー等の支援が必要な方を対象としまして、高

齢者交通費助成につきましては１人でタクシー等に乗れる方という形で、事業の中身の部分を分

けました。

○議員（５番 中信貴美代君） わかりました。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

１０番。
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○議員（10番 平井 満博君） 保育所費の中で施設型給付費、４５ページ、４６ページの部分に

ついて、説明資料で説明はされとるんですけども、ちょっと何だか理解できんので、この給付費

の考え方についてちょっと御説明お願いします。

○議長（山田 道治君） 前田子育て健康課長。

○子育て健康課長（前田 敦子君） 施設型給付費でございます。このたびの子ども 子育て支援

新制度に伴いまして、このような施設型給付という形が国のほうから示されております。この中

身でございますが、まず、利用者の方に個人給付をする給付制度ということになっております。

ただ、さき方も申し上げましたように、保育にきちんと給付費を活用していただくために代理受

領として収入いたします。その個人に対する給付費につきまして、施設型給付費ということで歳

出に計上をしております。見かけ上の予算が膨らむことになっております、ここでは。この施設

型給付費は、使用料としまして歳入は公金振替として歳入の予算に計上しているものでございま

す。国や県の制度に伴いまして、新たに使用料ということで設けた会計上の処理でございます。

膨らんだように見えますが、実質の予算は今までどおりということでございます。

○議長（山田 道治君） いいですか。

１０番。（「１４ページ」と呼ぶ者あり）

○議員（10番 平井 満博君） いや、１４ページに入るのはわかっとるんだけども。実質的なと

いうよりも、賀茂保育園運営費が７６０万０００円あって、またここに賀茂保育園運営費分

という形の中で７５３万０００円というのが出てきとるということは、実質的に膨らむとい

う部分じゃなしに予算が出るということの考え方ではないかと思うけど、それはどういうことに

なるんですか。

○議長（山田 道治君） 前田子育て健康課長。

○子育て健康課長（前田 敦子君） 議員も見ていらっしゃる、１４ページだったでしょうか、そ

この額と同じものが歳出でも上がっております。実質的には町が収入をいたしまして、保育所の

運営、人件費も含めた中で運営に充てるというふうなことでございまして、これはもともとは、

本町におきましては町営の保育園しかございませんが、保育園、それから認定こども園、それか

ら幼稚園、それぞれの保育運営費というのがさまざまな形で補助金として入ってきておりました。

幼稚園がございませんので非常にイメージがしにくいかと思いますが、実質的には入ってきます

が、きちんと支出もしておりますというふうな、同じ額ということで計上をさせていただいてい

るものです。

○議員（10番 平井 満博君） わかりました。
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○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

８番。

○議員（８番 藤井 克孝君） 先ほど中信議員からもありましたけど、４３ページの外出支援サ

ービス事業委託費。それで、ここの説明資料では、９０ページですけど、ここの中に送迎用車両

による事業者の委託と医療機関との間の送迎を行うという文面で書いてありますけど、自宅から

病院まで行かれるのはいいんだけど、その区間の間の送迎等はいいんだけど、そこから社協のほ

うにデイを受けに行こうとするときには、自宅の人が、またそこの病院から間を家の人が送迎し

たり個々的に交通機関を使っていくというようなことをいろいろ伺ってますので、その間も含め

たこの送迎等も含めたことに関して、そこら辺をちょっとどのようにお考えなのかお聞きしたい

と思います。ちょっとわからんかな。

○議長（山田 道治君） いいですか。

新福祉課長。

○福祉課長（新 寛君） この外出支援サービスは基本的には通院に限定するものでありまし

て、またその途中で別の場所に寄られるということになりますと、そこからは個人のほうの負担

が必要となっていきます。そういう制度です。

○議長（山田 道治君） ８番。

○議員（８番 藤井 克孝君） 自分が言いたいのは、自宅から病院までのあれはこっちのほうで

サービスで行ってると。それで、そこから引き続いてデイのほうに行こうと思ったら困難という

意味でちょっと自分は言ったんだけど、その期間もそのサービスをやっぱりどのように考えてい

くのがサービスではないかと、自分はそれを思ってちょっとこれをお聞きして、その部分を。

○議長（山田 道治君） 新福祉課長。

○福祉課長（新 寛君） そういうような場合は、どちらかといえば外出支援サービス事業で

はなくて高齢者交通費助成のほうを利用していただければ、これは通院とかに限定したものでは

ございませんので、そちらのほうが利便性が高いと思われます。

○議長（山田 道治君） よろしいですか。

８番。

○議員（８番 藤井 克孝君） それでは、なら最初に戻りますけど、ハイヤー料金、月に２回だ

ったですね、５００円。（「それとは違う」と呼ぶ者あり）障害者。いいです、いいです。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。ございませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕
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○議長（山田 道治君） 質疑を終結し、進行いたします。

次に、衛生費、４６ページから４９ページ、じんかい処理費まで、質疑ありませんか。

６番。

○議員（６番 山口 博君） ４７ページに太陽光発電等普及促進事業補助金が昨年と同じ数字

で上がってきておりますが、これは実績を踏まえたものでしょうか。それと、またことしは燃料

電池なども新たに加わったんじゃないかと思いますけども、その辺の実績等を踏まえた数字かど

うかをお知らせください。

○議長（山田 道治君） 石原町民税務課長。

○町民税務課長（石原 伸二君） 太陽光発電の設置につきまして、２６年現在でおよそ８件余り

の申し込みがあっとると認識しております。２６年度予算に引き続きまして、１０件の太陽光発

電を予定しているところでございます。以上です。

失礼しました。家庭用燃料電池につきましては１件計上させていただいておりますが、２６年

現在では実績としてはございません。以上でございます。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

３番。

○議員（３番 池田 雅俊君） ４７ページ、妊産婦、乳児健康診査費ですけども、説明書７１ペ

ージですね、妊婦健診１４回分を助成するというふうに出ております。この助成の割合はどうい

う割合になってるでしょうか。

○議長（山田 道治君） 前田子育て健康課長。

○子育て健康課長（前田 敦子君） 全１４回でございますが、これは国の示した回数でございま

す。その中で、実質的には妊娠期間中に月に１回診察をされます。それから妊娠月数がふえてま

いりますと月に２回、それから予定日が近くなると週１回というふうなことになりまして、全部

トータルすると１４回程度であろうというふうなことでございますが、実際に計算してみますと

１ ８回か、端数ちょっと定かではございませんが、実際に御利用になるのは１２回分というふ

うなことになっております。

○議長（山田 道治君） よろしいですか。

３番。

○議員（３番 池田 雅俊君） それに係る費用のどれぐらいの割合を助成されるんでしょうか。

○議長（山田 道治君） 前田子育て健康課長。

○子育て健康課長（前田 敦子君） 失礼いたしました。委託料が定まっておりまして、これは鳥
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取県内一律でございますが、それぞれ検査の中身によりまして委託単価は違います。それは妊婦

さんに対しては個人負担はゼロ円でございます。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

１番。

○議員（１番 石田 恭二君） ４７ページの予防費の風疹対策特別促進事業というものがありま

す。これは多分、接種するのにある程度要件が、結婚して子供をつくる前に接種するとかそうい

う要件があると思うんですけど、金額的に結構少ない金額なんで、大体今まではどのような状況

だったか教えていただきたいと思いますけど。（「今まで」と呼ぶ者あり）今まで、まあ決算で

すけど。予算自体が少ないんで、もっとあってもいいと思うんですけど。

○議長（山田 道治君） 前田子育て健康課長。

○子育て健康課長（前田 敦子君） 今回の予算の中では１１人を見込んだ予算をしております。

対象者は、抗体価を事前に調べますので、抗体価の低い方、女性です。それから妊婦さんの御主

人というふうなことで、この計算式でございますが、鳥取県が出しております計算式ございまし

て、大体５０歳ぐらいまでの女性が何人いらっしゃって、それから今までの接種が何人済んでい

てというふうな計算式でございますが、それに基づくと、本町の場合には１１人の想定というと

こでございます。

○議長（山田 道治君） １番。

○議員（１番 石田 恭二君） 自分が知ってる範囲では、やっぱりこういう助成事業を把握して

ない方、若い人たちがいらっしゃる。県のほうで抗体価の検査無料となってますけど、やはりそ

ういうのも認知が余りないような気はするんですね。それで、今は結婚する前に子供ができてし

まったとか、そういう人たちもいるんで、要望というか、自分の気持ちとしては、ある程度の一

定の年齢になったら町独自でもこういう接種費用の助成、これ上限０００円になってますけど、

これは統一されたもんだと思うんですけど、これの半額なり、そういう金額の助成で接種を促し

てもいいんではないかなと思うんですけど、いかがでしょうか。

○議長（山田 道治君） 前田子育て健康課長。

○子育て健康課長（前田 敦子君） 助成金額についての御意見と賜りましたけれども、その前に、

非常にＰＲということで徹底していかなければならないと思っています。現在行っておりますの

は、子供さんを出産なさった方の新生児訪問の際に、保健師が抗体価について指導をさせていた

だいているということでございます。ＰＲというところで力を注いでいきたいと思っております。

○議長（山田 道治君） いいですか。

－２２－



ほかにございませんか。

３番。

○議員（３番 池田 雅俊君） ４８ページですけども、資料説明７１ページ、ウェルカムＢａｂ

ｙクラス事業、とってもいいことだと思います。これ両親でやろうと思えばそれなりの配慮が要

ると思われますが、例えば日曜日にやるとか夜であるとか、そういったような配慮は考えておら

れるでしょうか。

○議長（山田 道治君） 前田子育て健康課長。

○子育て健康課長（前田 敦子君） 御意見ありがとうございます。今年度、新規の事業としてこ

こには予算を上げさせていただきました。現在考えておりますのは日中でございます。それはな

ぜかと申しますと、子育て支援センターの場を使いまして、出産後にお会いになるその支援セン

ターの職員、それから保健師と人間関係を妊娠中からつくっておきたいとするものでございます。

新規事業でございますので、この事業に参加された方の意見も踏まえながら今後の検討をさせて

いただきたいと思っております。以上です。

○議長（山田 道治君） ３番。

○議員（３番 池田 雅俊君） 質問ちゅうよりもお願いなんですけども、いわゆるお母さん、い

わゆる妊婦さんに対するそういった事業はこれまであったとは思いますけども、ここに両親、つ

まり男親のほうも参加するというのが非常に意義が大きいと思うんですけども、そこは何とか参

加できやすい形というものをしっかり考えていただければこの事業は非常にいい事業になると思

うんですけども、そこら辺のところをしっかりと考えた上でやっていただきたいという要望だけ

して、答弁は結構でございます。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

５番。

○議員（５番 中信貴美代君） ４７ページですけど、狂犬病予防費のところで、今回、私、要望

してとってもうれしく思ってるんですが、猫の避妊手術って、これ１匹当たり幾らの補助ができ

ますでしょうか。

○議長（山田 道治君） 石原町民税務課長。

○町民税務課長（石原 伸二君） 猫の避妊 去勢手術補助金につきましては１０頭を考えており

まして、補助金としては１頭当たり０００円ということでございます。以上です。

○議長（山田 道治君） よろしいですか。

５番。
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○議員（５番 中信貴美代君） これ本当に大切なことなので本当にありがたいと思っております

ので、大いにＰＲをしていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑を終結し、休憩いたします。再開を１１時０５分。

午前１０時５５分休憩

午前１１時０４分再開

○議長（山田 道治君）

再開します。次に農林水産業費、４９ページから５５ページ、大規模林道事業費まで、質疑あ

りませんか。

６番。

○議員（６番 山口 博君） ５１ページのがんばる地域プラン事業についてお聞きしたいと思

いますが、その中に販売促進対策ということで３００万円が積算されております。販売促進のそ

の具体的な方法と、それからその方法による期待される効果を聞かせてください。

○議長（山田 道治君） 青木農林課長。

○農林課長（青木 大雄君） がんばる地域プラン、販売促進について御説明をさせていただきた

いと思います。

この事業は、６つのプロジェクトを通じまして三朝米と地大豆を中心に水田農業を活性化させ

ていこうとするためのものでございますが、そのための取り組みの一つに販売促進対策というこ

とで掲げております。３００万円の事業費の内訳でございますが、１５０万円が三朝米の販売促

進、それから残り、もう半分、１５０万円が三朝神倉大豆の販売促進を考えておるところでござ

います。

三朝米につきましては商品化をし、それをまずは地元、そして三朝温泉とのＰＲを兼ねながら、

そして都会の消費者へというふうに考えておりまして、具体的な取り組みはこれから検討会を立

ち上げまして検討していきたいと思っておりますけれども、販売促進につながる例えば試食に関

するものですとかイベント等も考えておるところでございます。

それから、三朝神倉大豆につきましては、事業主体が、今までの経過もございましてＪＡ鳥取

中央を事業主体として位置づけておるところでございます。こちらにつきましても現在、中部を

中心に消費をしていただいておるところでございますが、県内の具体的には鳥取ですとか米子方
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面、そして関西のほうへということで、これは消費者もしくはバイヤーといいますか、そういっ

たところとのつながりをとりながら進めていきたいということでございます。以上でございます。

○議長（山田 道治君） ６番。

○議員（６番 山口 博君） いわゆるブランド化も含めて、やはり大事なことだろうと思いま

すので、この費用が効果あるような使い方をぜひやっていただきたいということでございます。

終わります。

○議長（山田 道治君） 答弁はいいですか。

ほかにございませんか。

７番。

○議員（７番 清水 成眞君） 先ほどのがんばる地域プランでございますが、ライスセンターの

汎用型乾燥機の部分が入っておりますが、これについては新しく設置される部分の助成なのか、

また新しく設置されるに当たっては、ＪＡとの負担割合というか、それもお願いします。

○議長（山田 道治君） 青木農林課長。

○農林課長（青木 大雄君） 同じく、がんばる地域プランのライスセンターの乾燥機の関係でご

ざいます。集荷施設の整備ということで計画をいたしておりまして、従来、米の乾燥機が長年使

ってきておりまして老朽化をしてきておるということが１つ、それから、三朝神倉大豆の乾燥を

平型という施設でやってきておりますが、面積がふえてまいりましてそれへの対応が難しくなっ

ておるということで、処理能力を上げるということが２つ、まず動機がございます。

それで、形としましては、従来の温風乾燥機から遠赤外線という方式に変えまして品質を高め

るという処理をしたいという考え方でございます。言われましたように、当施設はＪＡ鳥取中央

の施設でございまして、従来ありました乾燥機を更新入れかえをして、さらに汎用型を入れると

いうことで、お米と大豆両方に使えるということで、９月から１１月までの利用期間の中で処理

をしていこうという考え方でございます。以上でございます。（「負担割合」と呼ぶ者あり）

失礼しました。負担割合は、県の事業でございまして、県が３分の１、町が６分の１で２分の

１という形になります。残りにつきましては、事業主体であるＪＡが負担をするということでご

ざいます。

○議長（山田 道治君） よろしいですか。

７番。

○議員（７番 清水 成眞君） 大体わかりました。

この活性化プランですけども、先ほど５年間の計画を立てるというようなことをちょっと聞い
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たんですが、この５年間の計画の中で新しく三朝米の商品化とか新技術って書いてありますけど、

よくわかりませんが、こういうことをやりたいと、５年間でという意味合いでよろしいでしょう

か。

○議長（山田 道治君） 青木農林課長。

○農林課長（青木 大雄君） ５年間のローリングと言ってますけれども、検証をしながら、今言

われました新しい技術とかを定着させながら振興を図っていくとするものでございます。

○議長（山田 道治君） ７番。

○議員（７番 清水 成眞君） これには地域おこし協力隊の農業振興対策の部分の方がおられま

すけども、こういう方も活用されてプランをつくられるということでよろしいですか。

○議長（山田 道治君） 青木農林課長。

○農林課長（青木 大雄君） プランの策定にも参加をいただいておりますし、これから米の取り

組みですとか、そういったことにも一緒になってやっていくという考え方をしております。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

７番。

○議員（７番 清水 成眞君） ５１ページ、鳥獣被害防止総合対策事業でございますが、ここの

ところで、説明資料９９ページなんですが、個体を減らす対策ということでワイヤメッシュ設置

と電気柵と書いてありますが、これは個体を減らす対策という意味でよろしいですか。

○議長（山田 道治君） 青木農林課長。

○農林課長（青木 大雄君） 失礼しました。侵入を防ぐ対策になると思います。申しわけござい

ません。

○議長（山田 道治君） よろしいですか。

○農林課長（青木 大雄君） 失礼しました。上の欄といいますか、県の単県の事業の欄がござい

ますが、ここの一番上に侵入を防ぐ対策ということで上げております。これと同種の対策という

ことになります。

○議長（山田 道治君） ７番。

○議員（７番 清水 成眞君） じゃあ個体を減らす対策というのはちょっと間違いだということ

でよろしいですか。

○議長（山田 道治君） 青木農林課長。

○農林課長（青木 大雄君） はい、間違いでございます。訂正をお願いします。

○議長（山田 道治君） ほかにありませんか。
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〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑を終結し、進行いたします。

次に、商工費、５５ページから５７ページ、公園管理費まで、質疑ありませんか。

６番。

○議員（６番 山口 博君） ５７ページの現代湯治推進事業費でございますが、説明書のほう

ではかなり抽象的な表現になっておりますが、具体的な中身をどのように設定しておられるか御

説明願います。

○議長（山田 道治君） 椎名企画観光課長。

○企画観光課長（椎名 克秀君） 現代湯治推進事業費でございます。三朝医療センターに事業委

託しているものでございますが、具体的には、旅館にお泊まりの方が月曜日から金曜日の間に午

前午後といった時間を設定いただきまして、事前予約された方が鉱泥湿布の体験をしていただく

という事業でございます。利用につきましては年間にわたっておりまして、今年度でしたら約

０００人の方が利用なさっている状況でございます。以上です。

○議長（山田 道治君） ６番。

○議員（６番 山口 博君） いわゆるこの予算の２５４万０００円というのは、これは例え

ば医療機関のほうに払うお金ですか、どのような支払いになっていますか。

○議長（山田 道治君） 椎名企画観光課長。

○企画観光課長（椎名 克秀君） 内訳といたしましては、臨時職員の方を１名雇われております

ので、そちらの方の人件費とクリーニング代等を若干、事務費的なものでございます。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

７番。

○議員（７番 清水 成眞君） ５６ページでございます。スポーツセンターの耐震改修事業４億

０００万円でありますが、わかってる範囲で結構ですので、今の事業の予算、これは予算の部

分でどのような改修かということをちょっと教えていただければと思います。

○議長（山田 道治君） 椎名企画観光課長。

○企画観光課長（椎名 克秀君） こちらの工事の概要でございますが、耐震改修と、あと附帯工

事、それから耐震改修に伴います老朽化部分の改修を想定をさせていただいておるところでござ

います。

○議長（山田 道治君） よろしいですか。

○議員（７番 清水 成眞君） はい、いいです。
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○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

６番。

○議員（６番 山口 博君） ５７ページの三朝温泉誘客促進事業ということで、イルミネーシ

ョンを飾るような計画が入っておりますけども、これは、いつごろから始めていつごろどこでや

るかというのはどのように想定しておられますか。

○議長（山田 道治君） 椎名企画観光課長。

○企画観光課長（椎名 克秀君） 新年度に新たに取り組ませていただきたい事業として計上させ

ていただいておりますが、京都府城陽市と交流促進協定を結ばせていただいておりまして、その

中で両観光協会の交流の中で持ち上がってきた話でございます。想定といたしましては、城陽市

の観光協会からイルミネーション７万球をお借りをいたしまして、それを温泉街の７カ所で、４

月の中下旬からキュリー祭の最終と想定しております８月９日までの間、日没から午後１０時ま

で、イルミネーションで三朝温泉にゆかりのあるようなモニュメント的なもので飾りたいという

ふうに考えている事業でございます。

○議長（山田 道治君） いいですか。

ほかに。

５番。

○議員（５番 中信貴美代君） 予算書５７ページのところで、三朝温泉おかみキャラバン支援事

業なんですけど、ことしの内容は昨年と同じような内容で、時期的なものはいつごろされるもの

なんでしょうか。

○議長（山田 道治君） 椎名企画観光課長。

○企画観光課長（椎名 克秀君） 内容的には、三朝温泉のおかみさんを中心としました京阪神方

面での観光キャラバンを想定しております。時期的なものにつきましては、各イベント的なもの

ですとかというところの調整を今進めているところでございます。

○議長（山田 道治君） ５番。

○議員（５番 中信貴美代君） このおかみキャラバン隊の運動というんですか、動かれる時期と

いうのが何か遅いということをちょっとお聞きしましたので、ほかのところはもう半年前ぐらい

から動かれて予約とか宣伝をされてるということで、三朝のおかみの会は遅いということを、何

かもう本当、時期的な、前にされるということを聞いて、あれじゃいけんよねということを聞い

たものですから、その辺の時期を考えていただけたらと、効果がもっとあるんじゃないかなと思

いますので、よろしくお願いします。
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○議長（山田 道治君） 答弁要りますか。

○議員（５番 中信貴美代君） 要りません。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑を終結し、進行いたします。

次に、土木費、５８ページから６０ページ、住宅管理費まで、質疑ありませんか。

６番。

○議員（６番 山口 博君） ５９ページの橋梁新設改良費でございますが、説明書の中では横

手橋が改修されるようになっておりますけども、その内容はどのようなものか御説明願います。

○議長（山田 道治君） 米原建設水道課長。

○建設水道課長（米原 英章君） 橋梁の整備でございますけども、２６年度に横手橋の状態を測

量設計委託を出しまして、その部分の補修をする部分、高欄とか舗装とか、そういった部分を含

めて、下のほうからの弱ってる部分について補修をするということでございます。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。ございませんか。

６番。

○議員（６番 山口 博君） 同じく５９ページですけども、県営急傾斜地崩壊対策事業負担金

が積算されておりますけども、これは説明資料のほうで見ますと徳本が含まれておるようでござ

いますけども、私どものちょっと情報では徳本は２７年度では対象にしないということを聞いた

んですけども、その辺はどうなってるでしょうか。

○議長（山田 道治君） 米原建設水道課長。

○建設水道課長（米原 英章君） 当初予算を編成しますときに、県からの情報をもとにして町の

負担金５％を算出しております。それで、実際２６年度もそういった県の計画により進んでおり

ましたけど、予算の関係でできない部分もあるということから、２７年度予算についても県の実

施する予定の部分の５％ということで、今、実施に当たっては、また徳本含めいろんな地区につ

いて地元説明をしながら進めていきたいと思っております。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑を終結し、進行いたします。

次に、消防費、６０ページから６２ページまで、質疑ありませんか。

９番。
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○議員（９番 福田 茂樹君） 消防費の中の非常備消防費、一番上の消防団運営一般経費３３万、

説明資料３１ページ。３１ページの項目の中でここのみが動いてるんですけども、何か。ここが

ふえてるんですけども、ほかの項目はほとんど昨年と同じ状況の中で。

○議長（山田 道治君） 大村危機管理課長。

○危機管理課長（大村 哲也君） ここの部分で動いた部分が、中国の消防団活動の研修が山口県

で開催されます、ことし。そこの部分の費用がふえております。

○議長（山田 道治君） ９番。

○議員（９番 福田 茂樹君） 女性消防隊のは関係ないですね。

○議長（山田 道治君） 大村危機管理課長。

○危機管理課長（大村 哲也君） 消防団運営一般経費については、女性消防隊とは関係ありませ

ん。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

３番。

○議員（３番 池田 雅俊君） ６１ページですけども、全国女性消防操法大会出場経費が、何と

目ん玉が飛び出るぐらいの金額になってますけども、ちょっと中身を教えてください。

○議長（山田 道治君） 大村危機管理課長。

○危機管理課長（大村 哲也君） これは、選手の訓練費に対して出動費を１人当たり３００円

支出するように組み立てております。延べ練習が１６０人役、それから選手を指導していきます

指導員の方の部分、それから指導を行いながら検討会を見てもらうというようなこと、それから

派遣費として、選手を１０人派遣いたします。それから指導者及び団長等も派遣いたします。そ

この部分の派遣費用、それから選手の消耗品、手袋、ケハン等があります。それとか、ここでは

今年度の部分として選手の応援団の派遣費用というのも入れておりまして、積み上げが４０２万

０００円というような額になっておるところでございます。

○議長（山田 道治君） ３番。

○議員（３番 池田 雅俊君） 選手って、私聞いたとこによると、これ５人っていうふうには聞

いとるですけど、それと指導者とか応援団とかの人数はどれぐらいの人数がどう、しかもそれと

もう一つは、町の消防団のいわゆる団長とか副団長とか、そういった方々が含まれるんじゃない

かと思われるんですが、その辺の具体的な人数、どういった方が行かれるかっちゅうのをちょっ

と教えてください。

○議長（山田 道治君） 大村危機管理課長。
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○危機管理課長（大村 哲也君） 選手の訓練費については１０人体制で行っております。選手は

５人、補欠入れて６人になりますが、交代要員等も兼ねて１０人体制で練習を行っていただいて

おります。それから指導は、消防団員の男性団員のほうから指導当番ということで３人ずつ出て

いただいております。それから派遣のほうで、選手は１０人分の２泊３日の予定で旅費を見てお

ります。それから指導者等の派遣ということでは、団長、地区団長が５名、それと指導者の３人、

それと職員の随行を１名予定しております。それから応援隊の編成につきましては３５人という

ことで、今、バス１台分程度ということで考えております。そこにつきましては消防団のほうと

現在内容については打ち合わせをしながら、消防団の意向も含めて組織していきたいというふう

に考えております。

○議長（山田 道治君） ３番。

○議員（３番 池田 雅俊君） 大村課長も皆さんもよく御存じだと思います。きのう倉吉で大き

な火事がありました、１０何軒燃える。団長以下５人、３５人も行っちゃって大丈夫でしょうか。

そこをお答えください。

○議長（山田 道治君） 大村危機管理課長。

○危機管理課長（大村 哲也君） 御心配いただいておりますとおり、体制はどうかということで

ございます。その折には副地区団長がおります。それから団長以下の３３３名の中からの人員で

団員が３５人行くということではなくて、この３５人の例えば応援団については家族の方であり

ますとか、それからＯＢの方でありますとか、いろいろな方の編成を想定しておるところであり

ます。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

４番。

○議員（４番 能見 貞明君） 応援に行かれるですと、選手とかそういうのの交通手段というの

はどういうことですか。（発言する者あり）ごめんなさい。項目、全国消防操法大会、関連です

けど。

○議長（山田 道治君） 大村危機管理課長。

○危機管理課長（大村 哲也君） まず、選手と指導者等のグループにつきましては、前日の練習、

予行練習ありますので、前泊予定で飛行機の移動を想定しております。それから応援団につきま

しては、大会前日の夜にバスで出発して車中泊、そして１日応援して１泊して帰ってくるという

ようなバス移動を予定しております。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。
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４番。

○議員（４番 能見 貞明君） 消防費、その下にありますコミュニティー助成事業ですけども、

これ１０２万０００円ありますけど、これどういったことですかいね。ここの説明資料には、

全国女性消防操法大会へ向けての大会出場資材経費の整備って書いてあるんですけど。

○議長（山田 道治君） 大村危機管理課長。

○危機管理課長（大村 哲也君） これは女性消防隊が全国大会に出場する折に、その機材を宝く

じ助成事業ということで補助金をいただきながら整備できるというものでございまして、小型ポ

ンプ、それからポンプの台車、それからホース、ヘルメット、活動服、ベルト、キャップ等、一

式の装備がこの中に入っております。

○議長（山田 道治君） ４番。

○議員（４番 能見 貞明君） これは以前出られたときのを使うということでなしに、新しく整

備されるということですか。

○議長（山田 道治君） 大村危機管理課長。

○危機管理課長（大村 哲也君） 女性消防隊が以前出られた部分については、片柴班が出られと

ると思いますが、その当時のものはもう使えなくなっております。それから、活動服だけを購入

するということではなくて、この小型ポンプ、ポンプ台車もあわせてのセットの補助ということ

になっとるようでございます。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

１０番。

○議員（10番 平井 満博君） さっき池田議員の関連質問の中でちょっと御質問します。全国操

法大会の部分で、応援団３５名程度を募ってということですけども、その応援団で行かれる方の

個人負担という部分はないのか、全部町費でそれを見るのか、そこの考え方を一つお聞きします。

○議長（山田 道治君） 大村危機管理課長。

○危機管理課長（大村 哲也君） 補助金という形で応援隊に予算を出すような形で組ませていた

だいております。その補助金を予定しましたのが、バス代１台部分の２泊３日の部分の往復代経

費として約７１万０００円、それから助成金として一人頭０００円を予定させていただいて

おります。これを使いながら宿泊台の応分の負担と食料費等で、今の試算では０００円を予定

して個人負担を求めたいというふうに考えております。

○議長（山田 道治君） １０番。

○議員（10番 平井 満博君） すごい豪華な応援隊ではないかという考え方をしますけども、そ
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れと、経費削減という中での考え方として、なぜ全国大会に出られる団員、飛行機で行かれるの

か。経費を考えたときに、バスで行かれるという考え方もあってもいいのではないかというふう

に考えますが、いかがですか。

○議長（山田 道治君） 大村危機管理課長。

○危機管理課長（大村 哲也君） 確かにバスで夜出て次の日の、時期が１０月１５日でございま

すので、まだまだ日中は暑い時期かとも思います。そういったときに女性の体力から考えた場合

に、移動についてはやはり飛行機を使わせていただきたいというふうに考えながら、当然同行す

る者についても、同行するということで飛行機利用ということを考えさせていただきました。

○議員（10番 平井 満博君） いいです。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

９番。

○議員（９番 福田 茂樹君） 今のに関連して。その応援隊のバスは三朝町が出すわけですね、

７０何万だか。プラス０００円、０００円という中で、そのバスは応援に行ってすぐ帰って

くるのか、ここはどうなんですか。まさか途中寄ることはないでしょうね。

○議長（山田 道治君） 大村危機管理課長。

○危機管理課長（大村 哲也君） 応援隊のバスの今の見積もり段階では、向こうに行って次の日、

夜出て次の日、応援のところで待機して、それから宿舎に送って帰って、それで次の日の午前中

に出発するというような予定になっております。

○議長（山田 道治君） ９番。

○議員（９番 福田 茂樹君） 私が確認してるのは、どっかに行くことはないでしょうねと言っ

てるんですよ。

○議長（山田 道治君） 大村危機管理課長。

○危機管理課長（大村 哲也君） 現在のところ、そういうような予定は組んではありません。

○議長（山田 道治君） ９番。

○議員（９番 福田 茂樹君） いや、現在のところではないですよ。補助金を出していくバスが

真っすぐ帰ってくるでしょうねという話をしてるんですよ、町費を使うんですから。

○議長（山田 道治君） 大村危機管理課長。

○危機管理課長（大村 哲也君） 一応個人負担も求めますので、個人負担の中の範囲で、運行が

延びるというような支障のない範囲であれば、皆さんの意向に沿った復路の行程もあろうかと思

います。
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○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑を終結し、進行いたします。

次に、教育費、６３ページから７１ページ、学校給食費まで、質疑ありませんか。

１番。

○議員（１番 石田 恭二君） ６４ページの１０款の３目の学校教育総務費、高校生等の遠距離

通学費補助金です。今回新規で出てますけど、これ住まいから役場までの換算で支払う、補助金

を出すという形になってますけど、これ学校によってかなり違いも出てくるような気がするんで

すけど、通学費の補助という形でしたら、住居から役場までの負担割合を５割として、住居から

学校までを５割という感じでこの予算内で組まれたほうがいいような気がするんですけど、いか

がでしょうか。

○議長（山田 道治君） 小椋教育総務課長。

○教育総務課長（小椋 泰志君） 来年度から考えております高校生の通学費の一部助成について

でありますが、議員がおっしゃるような考え方もありますし、また、バス等への助成というよう

なとこはまた別建てで考えてはどうかという御意見もあろうかと思います。今回考えております

のは、基本的に高校生ですので全て町外になります。しかも行かれる高校等につきましてはさま

ざまな高校、皆さん各自でありますので、そこの中で共通的な部分としては、基本的な部分とし

て、自宅、集落から町外に出るまでの区間というのは皆さん一律で共通という該当になりますの

で、現在、小学校、中学校で補助を出しております通学費の補助を延長といいますか、拡大をし

まして、それを高校生に拡大をして考えてみてはどうかというところでのこの補助金であります

ので、御理解いただければと思います。

○議長（山田 道治君） １番。

○議員（１番 石田 恭二君） これでいくと、学校というのは近いとこと遠いとこ、かなり違っ

てきますし、保護者の負担もかなり大きいと思います。中には鳥取まで通ってる方もいらっしゃ

るかもしれませんけど、これは学校は入れる場所も限られてきてるのが現状ですし、これでいく

と、はっきり言やあ東高行ってる保護者の負担と遠くに行ってる保護者の負担というのはかなり

違うんで、その辺のところを今後検討していただきたいと思うんですけど、いかがでしょう。

○議長（山田 道治君） 小椋教育総務課長。

○教育総務課長（小椋 泰志君） 来年度初めての事業であります。いろんな御意見も聞きながら、

また必要があれば見直しも当然考えていくように思っております。
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○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

４番。

○議員（４番 能見 貞明君） ６９ページ、名勝及び史跡三徳山修復事業３１６万０００円と

いうこと上がってますけど、これ材料費ですか。

○議長（山田 道治君） 西田社会教育課長。

○社会教育課長（西田 寛司君） 名勝及び史跡三徳山修復事業について御質問いただきました。

こちらにつきましては一応３カ年で計画されておりまして、初年度が、議員おっしゃるとおり

材料費等を中心とした購入費が主でございます。その一部を補助しようとするものでございます。

○議長（山田 道治君） ４番。

○議員（４番 能見 貞明君） それでは、県、国はどうなっとるでしょうか。

○議長（山田 道治君） 西田社会教育課長。

○社会教育課長（西田 寛司君） 県、国の補助率につきましては、国が２分の１、県が補助残額

の２分の１ということで４分の１、それぞれ補助を予定していただいておるところでございます。

○議長（山田 道治君） よろしいですか。

ほかにございませんか。

３番。

○議員（３番 池田 雅俊君） ６８ページですけども、無形民俗文化財保存継承事業ですけども、

これ何でしょうか。

○議長（山田 道治君） 西田社会教育課長。

○社会教育課長（西田 寛司君） 国の重要無形民俗文化財に指定されております三朝の陣所に対

する補助でございます。

○議長（山田 道治君） ３番。

○議員（３番 池田 雅俊君） 多分そうかなとは思ったんですが、こういう無形文化財に指定さ

れとるようなものをこれで、実はこれ三朝で陣所をつくるとしたら、今５０万じゃできんですわ。

助成になっちゃうじゃないですか、これだと。確かに三朝の地区のいわゆる温泉街の祭りです、

花湯まつりは。ところが、これがこれまで町に果たしてきた役割とか貢献度とかを考えると、少

なくとも陣所についてはこういった無形文化財に指定されとるわけですから、そのかかる費用を

全額見てもいいんじゃないかというような考え方もあると思うんですが、どうでしょうか。

○議長（山田 道治君） 西田社会教育課長。

○社会教育課長（西田 寛司君） 現在行っております補助につきましては、その内容が材料の調

－３５－



達に係るもの、あるいは一番大きなものとして、その技術を伝承していくということへの補助で

ございますので、現在のところはそういう形での補助というふうに考えております。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

１０番。

○議員（10番 平井 満博君） ６９ページ、先ほど能見議員が質問された名勝及び史跡三徳山修

復事業の部分ですけども、２６年度に設計費の部分を議会も認められて予算化されたわけですけ

ども、その事業費の総額という部分がきちんと表示されて、総額が何ぼで初年度、２７年度がこ

れだけですよというその説明をいただかないと、ちょっと小出しに、これから３カ年計画の中で

いかれるでしょうけども、常に１６分の１という補助率でいくと将来的に何ぼ町が負担せないけ

んのかということになると思うんで、総額事業費が何ぼで設計されたのかお聞きします。

○議長（山田 道治君） 西田社会教育課長。

○社会教育課長（西田 寛司君） 名勝及び史跡三徳山修復事業の総事業費についてでございます

が、昨年、概算等で御説明申し上げたものは約４億でございました。本年、実施設計が完成し、

実施設計のその内容を加味しますと、実施設計そのものと４億０００万ということになります。

初年度６００万の実施設計費、その後に事業費として６００万を加えて４億０００万、工

事費としては４億０００万程度というようなことになります。

○議員（10番 平井 満博君） いいです。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

９番。

○議員（９番 福田 茂樹君） 同じく関連して考え方をお聞きしたいと思います。説明書のこの

予算の組み方は、昨年の３月の当初出された考え方に沿って出された考え方で理解すればいいで

すか。

○議長（山田 道治君） 西田社会教育課長。

○社会教育課長（西田 寛司君） 補助の考え方といたしましては、国が２分の１、県が４分の１、

町が１６分の１、 ２５を事業費に対して補助しようとするものでございます。

○議長（山田 道治君） ９番。

○議員（９番 福田 茂樹君） いや、私が聞いてるのは、昨年の８月の臨時議会の考え方と３月

の考え方。３月の考え方に沿った今回の提案でしょという話です。

○議長（山田 道治君） 西田社会教育課長。

○社会教育課長（西田 寛司君） はい、そうでございます。
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○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑を終結し、進行いたします。

次に、災害復旧費、７２ページから……（発言する者あり）

じゃあ、３番。

○議員（３番 池田 雅俊君） ６３ページの授業改革ステップアップ事業ですけども、予算説明

書、これ中学校区の学校間で課題を共有し、学びの質の向上を推進すると。意味合いが全くつか

めないような内容なんですが、ここの具体的な内容を説明していただきたい。

○議長（山田 道治君） 小椋教育総務課長。

○教育総務課長（小椋 泰志君） 授業改革ステップアップ事業についてであります。これにつき

ましては県の１０分の１０の補助事業を使っての事業でありますけれども、県が県内の各中学校

区を対象に、数十校区を対象にやってる事業でありまして、この中身につきましては、教職員を

対象に教職員の質の向上に努めるための研修費用であります。２７年度につきましてはその総ま

とめの年ということで、講演会の費用、また前年度から取り組んでおりますこの研修の結果の報

告等の経費ということで計上しております。

○議長（山田 道治君） よろしいですか。

ほかにございませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） じゃ、改めて質疑を終結し、進行いたします。

次に、災害復旧費、７２ページから、予備費、７４ページまで、質疑ありませんか。ありませ

んか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

次に、給与費明細書、７５ページから最後まで、質疑ありませんか。ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

最後に、その他全般について、質疑ありませんか。

９番。

○議員（９番 福田 茂樹君） これも考え方を教えていただきたいんですけども、電源立地の交

付金の考え方ですね、今回基金に積んであるんですけども。全般の中で、町の考え方。そもそも
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今までの考え方だったら何かの目的において積んでいくような認識をしてたんですけども、その

認識でおればいいわけでしょうか。どなたに聞けばいいか。

○議長（山田 道治君） どなたですか。

○議員（９番 福田 茂樹君） 言ってる意味わかりますか。今までたしか目的があって、これに

積んでいきますよという使い道があって積んでいくんですけども、今回もその考え方でいいのか

どうか、これからも。

○議長（山田 道治君） 吉田町長。

○町長（吉田 秀光君） 電源立地の交付金でございますが、国や県の指導のもとに、今、議員が

っしゃるそういう方向で、従前と変わらない方向で進んでいくものという理解をいたしておりま

すので、そのように取り計らってまいりたいと思います。

○議長（山田 道治君） そのほかございませんか。

３番。

○議員（３番 池田 雅俊君） すいません、先ほどの消防費のとこでちょっと聞き漏らしたんで

すが、６２ページ、災害情報マップの作成事業についてですけども、去年聞きましたら、今年度、

２７年度に新しい防災マップをというふうに聞いておったんですが、この説明書からいきますと、

いわゆる更新の検討をするというようなことで今年度はなっとるようですが、今年度は新しくし

ないということなんでしょうか。

○議長（山田 道治君） 大村危機管理課長。

○危機管理課長（大村 哲也君） 更新の検討という言葉の説明でございます。

これにつきましては、鳥取大学との協力を得ながら最終的に地図ができ上がるというところま

でが今年度できるかどうか、それと、新しく地域の方の参画を得ながらマップをつくっていく作

業が指定されておりますので、そういったようなスケジュールを考えると、最終的にでき上がる

のが今年度になるかどうかということが明確にできませんでしたので、こういうような表現をさ

せていただいておるところでございます。

○議長（山田 道治君） ほかにございませんか。ございませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑を終結します。

以上で議案第４号、平成２７年度三朝町一般会計予算に関する質疑を終結いたします。

議案第５号、平成２７年度三朝町国民健康保険事業特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕
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○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第６号、平成２７年度三朝町後期高齢者医療事業特別会計予算について、質疑ありません

か。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第７号、平成２７年度三朝町介護保険事業特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第８号、平成２７年度三朝町簡易水道事業特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第９号、平成２７年度三朝町温泉配湯事業特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１０号、平成２７年度三朝町下水道事業特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１１号、平成２７年度三朝町集落排水処理事業特別会計予算について、質疑ありません

か。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１２号、平成２７年度三朝町分譲宅地造成事業特別会計予算について、質疑ありません

か。

７番。

○議員（７番 清水 成眞君） 毎年墓地の貸し付け等々でやっとるわけなんですけども、なかな

か全部貸し付けができないという点があるんですが、今年度もやはり重点的にＰＲ等々必要じゃ

ないかなと思っていますが、その点どう考えておられますでしょうか。

○議長（山田 道治君） 石原町民税務課長。

○町民税務課長（石原 伸二君） 町営山田墓地につきまして、平成１６年に工事を行い、平成１

７年から貸し付け申し込みを受けているわけですが、申請件数がゼロ件という年度はございませ
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んので、今後、町報なりホームページ等で周知をし、少しでも多く貸し付けがされていくよう継

続して進めてまいりたいというふうに考えております。以上です。

○議長（山田 道治君） ７番。

○議員（７番 清水 成眞君） 前も申し上げたんですけども、売却していくというような考え方

は今のところないということでしょうか。

○議長（山田 道治君） 石原町民税務課長。

○町民税務課長（石原 伸二君） 平成１７年当時に地元の方とかに、町が運営管理し、また購入

希望のアンケート等が実施されておりまして、購入希望等が少なかったということがあります。

また、周知の時点で貸し付けということでＰＲをしておりますので、現在はそのようなことは考

えてないということでございます。以上です。

○議長（山田 道治君） いいですか。

○議員（７番 清水 成眞君） いいです。

○議長（山田 道治君） そのほかありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑を終結し、進行いたします。

議案第１３号、平成２７年度三朝町財産区特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１４号、平成２７年度三朝町水道事業会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１５号、平成２７年度三朝町国民宿舎事業会計予算について、質疑ありませんか。

３番。

○議員（３番 池田 雅俊君） 今年度の宿泊予定人数、休憩者数の予定数、それぞれ昨年度より

もダウンさせた状態で出ております。これを目標にするんではなくて、昨年並みの数字というの

を目標にするようなやり方をぜひやっていただきたいというのを支配人に申し上げておきたいと

思います。

○議長（山田 道治君） 答弁要りますか。

○議員（３番 池田 雅俊君） お願いします。

○議長（山田 道治君） 小椋国民宿舎支配人。
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○ブランナールみささ支配人（小椋 誠君） ただいま池田議員のおっしゃるとおりということ

も考えております。ただ、現在の国の経済状況等を踏まえまして、一応の数字目標を設定したわ

けでございます。確かに昨年度設定した人数に近いものを目標にするのは当然だと思っておりま

したけども、今現在の状況を踏まえての人数を表記をさせていただいたわけでございます。しか

しながら、池田議員のおっしゃるとおり、やはり目標数値は高いものを持つということは考えて

おりますので、この数字以上なものが集客できるように努力をしてまいりたいと考えております。

○議長（山田 道治君） よろしいですか。

ほかにございませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑を終結し、進行いたします。

議案第１６号、三朝町早期退職希望者の募集及び認定に関する条例の設定について、質疑あり

ませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１７号、三朝町職員の配偶者同行休業に関する条例の設定について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１８号、三朝町町長等の給与及び旅費に関する条例等の一部改正について、質疑ありま

せんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１９号、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う

関係条例の整備に関する条例の設定について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２０号、三朝町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に

係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の設定について、質疑あり

ませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。
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議案第２１号、三朝町地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条例の設定

について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２２号、三徳山休憩舎の設置及び管理に関する条例の設定について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２３号、三朝町行政手続条例の一部改正について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２４号、三朝町税条例の一部改正について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２５号、三朝町保育所における保育に関する条例及び三朝町保育所の設置及び管理に関

する条例の一部改正について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２６号、三朝町基金条例の一部改正について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２７号、三朝町介護保険条例の一部改正について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２８号、三朝町介護保険地域支援事業手数料条例の廃止について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２９号、三朝町立福祉センターの指定管理者の指定について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３０号、三朝温泉多目的駐車場の指定管理者の指定について、質疑ありませんか。
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〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３１号、定住自立圏形成協定の変更について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３２号、三朝町過疎地域自立促進計画の一部変更について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３３号、工事請負契約の締結についての議決の一部変更（多目的駐車場整備工事）につ

いて、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３４号、平成２６年度三朝町一般会計補正予算（第１０号）について、質疑ありません

か。

７番。

○議員（７番 清水 成眞君） １８ページの歳入のほうの広域バス路線維持補助金が１２０万、

県からの支出金として減っとるわけであります。それについて、２３ページの一番下、町の一般

財源からバス運行対策補助金として１９２万出すわけですが、これ見ると県の補助金が減ったと、

それで町の負担がふえたというふうに端的に思っているわけですが、この件についてちょっと詳

しく教えていただきたいと思います。

○議長（山田 道治君） 椎名企画観光課長。

○企画観光課長（椎名 克秀君） 県の補助金部分との関係でございますが、路線が国庫補助路線、

それから県の補助路線、それから単独路線というふうに分かれておるところでございますが、県

の補助金の算出の中に、平均乗車密度でございますとか、あるいは運行回数等によりまして、そ

の各路線ごとの補助額というのが算出をされております。その平均運行回数なり乗車密度の関係

での補助金の差額でございます。

○議長（山田 道治君） よろしいですか。

７番。

○議員（７番 清水 成眞君） ということは、予算はつけたんですが、その運行回数とか乗車率

が減ったということで補助金が減ったというふうに認識すればいいでしょうか。
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○議長（山田 道治君） 椎名企画観光課長。

○企画観光課長（椎名 克秀君） そのように理解お願いしたいと思いますし、あとはデマンド運

行もしておるわけでございますが、そのデマンド利用によりましても運行距離等に変更が出てま

いりますので、そこの部分での、おっしゃいますように額の違いというふうに御理解願いたいと

思います。

○議長（山田 道治君） ７番。

○議員（７番 清水 成眞君） 最後になりましたが、それで町のバス運行の対策の補助金１９０

万というものが一般財源から出るわけですけど、これを出すことで今のあれが合うというような

ことでよろしいですか。（「あれって」と呼ぶ者あり）バス対策の補助金として、その差額が合

うという意味合いでよろしいですか。

○議長（山田 道治君） 椎名企画観光課長。

○企画観光課長（椎名 克秀君） 県の補助金分と町の部分と合わせましてバス運行をさせていた

だいているというふうに御理解いただきたいと思います。

○議長（山田 道治君） そのほかございませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑を終結し、進行いたします。

議案第３５号、平成２６年度三朝町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について、

質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３６号、平成２６年度三朝町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）について、

質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３７号、平成２６年度三朝町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について、質疑

ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３８号、平成２６年度三朝町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）について、質疑

ありませんか。
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〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３９号、平成２６年度三朝町温泉配湯事業特別会計補正予算（第２号）について、質疑

ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第４０号、平成２６年度三朝町下水道事業特別会計補正予算（第３号）について、質疑あ

りませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第４１号、平成２６年度三朝町集落排水処理事業特別会計補正予算（第２号）について、

質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第４２号、平成２６年度三朝町財産区特別会計補正予算（第１号）について、質疑ありま

せんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第４３号、平成２６年度三朝町水道事業会計補正予算（第６号）について、質疑ありませ

んか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第４４号、平成２６年度三朝町国民宿舎事業会計補正予算（第２号）について、質疑あり

ませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 質疑なしと認め、進行いたします。

以上で質疑を終了いたします。

お諮りいたします。ただいま議題としております４１件の議案のうち、議案第４号、平成２７

年度三朝町一般会計予算、議案第３４号、平成２６年度三朝町一般会計補正予算（第１０号）に

ついては、５人の委員をもって構成する一般会計予算審査特別委員会により審査することになっ
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ており、特別委員の選任は議長が指名することとなっておりますので、総務教育常任委員会から

清水成眞議員、吉田道明議員、産業民生常任委員会から藤井克孝議員、池田雅俊議員、副議長、

福田茂樹議員、以上５名の諸君を指名します。

お諮りいたします。ただいま指名いたしました５名の諸君を特別委員に選任することに御異議

ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 御異議なしと認めます。よって、総務教育常任委員会から清水成眞議員、

吉田道明議員、産業民生常任委員会から藤井克孝議員、池田雅俊議員、副議長、福田茂樹議員、

以上５名の諸君を指名いたします。

お諮りいたします。ただいま付託いたしました議案以外の３９件の議案は、お手元にお配りし

ている議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託したいと思います。これに御異議

ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（山田 道治君） 御異議なしと認めます。よって、議案第４号及び議案第３４号を除く３

９件の議案は、お手元にお配りしている議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会にその

審査を付託いたします。

○議長（山田 道治君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。

本日はこれにて散会いたします。御苦労さまでした。

午後０時０２分散会
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